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背景・概要

取組内容

　福島県の原因別死亡割合の50％以上はがん、心疾患、脳血管疾患といった生活習慣病である。がんや生活習慣病は喫煙と密接に
関係があり、喫煙・受動喫煙の影響は発癌の3分の1を占める。当団体は、市民公開講座や企業、小中学校でのがん教育・禁煙教育を実施し、
生活習慣病の予防や改善、タバコ問題の啓発活動を継続してきた。しかし、令和元年の国民生活基礎調査では福島県の喫煙率が全国
ワースト３位という結果であり、県民の健康寿命の延伸にはこれまで以上の啓発活動が重要と考えた。イエローグリーン運動は各地で
実施されていたが、この運動を福島県でも展開し県民への認知向上につなげたいと考えた。

●医療機関からプロスポーツクラブまで
 ・ライトアップ
いわき市内の医療機関・企業を中心に始めたライトアップは、県内各地に広がり
40施設を超える医療機関や企業、施設がライトアップに参加するようになった。

 ・山形とのコラボレーション
山形とコラボレーションし、受動喫煙防止・禁煙に関する全国配信の市民公開
講座を実施した。

 ・福島県内運行の全タクシーにリボンステッカーを装着
福島県タクシー協会と協働し、加盟の全タクシー車両2500台が、イエロー
グリーンリボンステッカーを貼り県内を走行するという全国初の取組を行った。
 ・啓発ポスターの掲示
福島交通バスにて福島市内を走行する全てのバスの中吊り広告に啓発ポスターを
掲示した。
東北ゴルフ練習場協会加盟東北24施設とゼビオコーポレート株式会社は各店舗に
受動喫煙防止啓発ポスターを掲示した。

 ・いわき市内のショッピングセンターでの啓発イベント
いわき市内３カ所のショッピングセンター（イオンモールいわき小名浜、ラトブ、
鹿島ショッピングセンターエブリア）では、禁煙週間である6月４日に啓発イベントを
同時開催した。このキャンペーンには、保健所職員やいわき市のゆるキャラ「フラ
おじさん」が参加し、幅広い年齢層へ受動喫煙防止の認知向上につなげた。

 ・イエローグリーンゼリーの販売
いわき市内の洋菓子店にて禁煙週間期間中、イエローグリーンゼリーを販売。

 ・プロスポーツ界との協働
明治安田生命J３リーグでは、5月29日いわきFC、6月5日福島ユナイテッド
FCのホームゲームでイエローグリーンマッチを開催、今後は１部リーグ昇格目前の
バスケットボールチーム福島ファイヤーボンズとも協働する予定である。

成 果

●福島県内に確実に広がるイエローグリーンキャンペーン　この活動の中で小学生の
夏休みの課題として、受動喫煙防止に関する川柳を募集、ヨークベニマル主催の
ハートフルサタデーでは献血活動に参加するなど、福島県のイエローグリーンキャン
ペーンは、多くの企業の協力により拡大を見せている。福島県医師会や福島県の
支援がキャンペーン拡大の大きな力となっている。禁煙だけを声高に叫ぶのでは
なく、受動喫煙防止を訴えかけることにより喫煙率を減少させ、健康寿命を延ばす
活動を継続していくことで貢献している。

●「イエローグリーンは、大切な人をタバコの煙から守りたい。あなたの心の色」

➡ショッピングセンターでの啓蒙イベント

➡イエローグリーンライトアップ

背景・概要

取組内容

以前より認知症予防、身体機能の維持・筋力の向上を目的とし、自治体や企業との取組でシニア向けダンスプログラムを実施。大阪市
城東区の社会福祉協議会から「これまでも健康体操など高齢者の方向けのプログラムを開催したものの、参加者に飽きがきて続かない」
など様々な課題を抱えていることをお聞きしたことをきっかけに、シニア向けダンス教室の取組がより加速。我々の得意とするダンスと
掛け合わせることで、無理なく楽しみながら健康増進できるプログラムを実施しようとシニア向けダンス教室が立ち上がった。

●体力に不安、ダンス未経験者も無理なく参加　大阪市内
各区の社会福祉協議会が運営する「なにわ元気塾」の講座の
一つとして、令和2年度よりスタート。理学療法士が監修を
したプログラムで、音楽に合わせたストレッチ、ロコモ体操などの
脳トレ、誰もが知っているようなヒット曲に合わせたダンスなどを
約60分間で行う。ダンスは基本的には椅子に座ったまま行う
ので、体力に自信のない方、ダンスをやったことがない方も
無理なく参加でき、コロナ禍にも関わらず毎回20名ほどの
方に参加いただいている。開始前には「ダンスの効果」について
説明をしたプリントも配布しており、参加者により効果を実感
していただくよう工夫も行っている。指導は、スポーツ庁・厚生
労働省が後援する研修会を受講したダンス指導資格保持者が
担当しており、知識・経験ともに豊富な講師陣が指導にあたる。
介護士や看護師としても活躍する講師もおり、専門的な知見をも
活かした指導を行っている。
●新型コロナウイルス感染症拡大以降も開催　コロナ禍で開催するにあたって、
検温、手指・備品のアルコール消毒、換気、参加者同士の距離をとるなど、基本的な
感染症対策を実施することはもちろん、会場の人数制限に対応するため、オン
ラインを併用し、2会場同時開催での実施も行っている。

成 果

●大阪市3区から13区まで活動が拡大　令和2年度は大阪市3区での開催だったが、
令和3年度に13区に拡大。令和4年度はさらに開催回数が増加し、状況によっては
年間200回程度の開催になる見込みである。事業開始当初からずっとコロナ渦で
あるにも関わらず、本年度末には延べ5,000名ほどの参加実績となる見込みである。
参加した方からは前向きな声を多く頂戴しており、ダンスがシニアの方にも前向きに
受け入れられ、定期的に身体を動かす機会を創出することができている。
●脳の活性化、心肺機能の向上にもつながる　コロナ禍による外出自粛の影響を
受け、高齢者の運動機能や認知機能の低下が問題となっていたが、楽しく無理なく
身体を動かすことができるダンスは、脳の活性化、心肺機能の向上にもつながる
ことから需要が高まっている。音楽に合わせて身体を動かすことは、楽しみ・生き
がい・やりがいにもつながり、参加者自身が楽しみながら運動習慣を身につける
ことに寄与している。また、適度な運動を定期的に実施する機会を設け、顔なじみの
メンバーや講師とコミュニケーションをとることで、楽しみながら健康寿命を延ばす
ことに寄与している。

●楽しく無理なく脳の活性化、心肺機能の向上

➡健康ダンス教室実施風景

➡座ったままでも参加可能

➡オンラインを併用して2会場同時開催

県民参加型受動喫煙防止による健康作り創出モデル
イエローグリーンキャンペーン

一般社団法人Tobacco-freeふくしま受賞者 取組アクション

シニア向け「健康ダンス教室」の開催

一般社団法人ダンス教育振興連盟JDAC受賞者 取組アクション
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評価委員による講評：井上 茂

　自治体の社会福祉協議会が運営する健康講座の一つとして展開しているシニア向けのダンスプログラムです。ダンスというと、
尻込みをされる高齢者も多いと思いますが、内容を工夫して、多くの参加者を得ているようです。運動の実践には好き嫌いが大きく
影響するため、たくさんの方に運動のメリットを享受していただくためには、様々なニーズに合った多様なプログラムが必要だと
考えます。本プログラムは、椅子に座ったまま行うことで、体力に自信がない方やダンスをしたことがない方でも取り組める内容に
なっています。教室の開催回数や参加者が増加しており、活動に広がりのみられる点を高く評価しました。

評価委員による講評：斎藤 敏一

　今回の、受動喫煙防止の啓発を目的とする、福島県でのイエローグリーンキャンペーン（リボン、ライトアップ）活動は、県民
運動として、県医師会、自治体、多くの企業、賛同団体とともに県民全体に働きかけることができた好事例だと思います。特に、
福島県タクシー協会が参画した2,500台のタクシーが受動喫煙防止の啓発に取り組んだことは圧巻であり、他の自治体の模範と
なる非常に意義のある先進事例だと思います。従来、政府主導で取り組んできた受動喫煙防止対策が、今回の「Tobacco-free
ふくしま」の取組のように、公民連携で地域資源を活用し展開されることを心から期待しています。

（大阪府大阪市） （福島県いわき市）
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適切な食生活 禁煙 健診・検診 その他適度な運動適切な食生活 禁煙 健診・検診 その他適度な運動


